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地震・津波被害予測
システムの開発

現業レベル

研究レベル

最先端レベル

5~10年後現在~5年 10~20年後

地震・津波被害予測
システムの汎用化・
解析＆情報発信の
リアルタイム化

さらに次の
世代へ

避難から被害額想定
まで含む統合システ
ムの開発

避難から被害額想定まで
含む統合システムの汎用
化・避難予測や情報発信
のリアルタイム化

地震・津波被害予測
システムの高度化

被害額想定まで含む統
合システムの高度化

地震・津波被害予測
システムの高度化

–– 開発（最先端）から社会実装（現業）までの流れを作る
• 中央防災会議等国や自治体の対策で使われるツール化
• リアルタイム予報（緊急地震速報や津波警報）の高度化（避難情報等）
• 科学的知見とその不確かさ（多数シナリオ）にもとづく想定の幅の明確化

地震・津波被害予測＆ 被
害想定統合システム、リア
ルタイム予報の社会実装

防災・減災の社会的課題における

アプリの開発から社会実装までの流れ



地下構造推定

日本列島規模 地方規模 都市規模・建物規模

津波課題地震課題 都市課題

地震発生シナリオ

強震動・津波発生予測 避難・復旧震動・破壊

津波発生・伝播

地震動伝播 建物振動・損傷

津波遡上・浸水

漂流
津波や漂流物
で損壊

地盤震動・
液状化

地盤洗掘

様々な条件
での人や車
の動き・
復旧効率・
被害額算出

など

建物損壊状
況下での津
波襲来

RSGDX

Seism3D

STOC-CADMAS
STOC-CADMAS

DEMIGLACE

ADVENTURE_Solid

マルチエージェント

MMA

DEMIGLACE

SPH

SPH
DEMIGLACE

SPH

地震発生から避難・復旧までをつなぐ

防災・減災のための統合ツール開発

– 地震発生から避難まで、各段階を対象に開発されてきたプログラム
のIn/Outをつなぎ、防災・減災のための統合ツールを開発



ツールの継続的開発・活用のための構造化（都市課題の取り組み）

京

東京大学

A大学

構造化

問題点
計算機の進歩に追随する手法の更新は多大
の労力を要するため，手法開発と地域シミュ
レーションの両立が困難

現状

地域シミュレーション

手法開発
B大学

地域シミュレーション

手法開発

地域シミュレーション

手法開発

東京大学

C大学

地域シミュレーション

手法開発

A大学

B大学

C大学

手法開発

地域シミュレーション 地域シミュレーション

地域シミュレーション

構造化のメリット
• 開発される手法は計算機の進歩に追随可
• 地域社会に災害情報を継続的に発信
• 被災地域の教訓を共通のシミュレーション
を介して共有

各大学が独自の手法を開発し，
地域のシミュレーションを実行

将来
東京大学が手法開発を，
各大学が地域シミュレー
ションを主に担当

• 共有される基盤的な手法
を集中開発

• 基盤的手法を地域毎に
チューンアップされ実行

堀宗朗教授＠東大地震研より


